


 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な金融不安から徐々に持ち直しつつあるものの、雇用環

境の悪化及びデフレの進行や円高への懸念など、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

 当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、広告映像事業のＴＶ－ＣＭ部門やエンタテインメント

事業のＣＧ部門が好調に推移いたしましたが、前連結会計年度においてエンタテインメント事業のゲームソフト部門

から撤退したことの影響を大きく受け、売上高につきましては前年同四半期比で減収となりました。営業利益、経常

利益につきましては、エンタテインメント事業のアニメーション部門において、過去の製作委員会への出資金の一括

償却を営業外費用として計上したものの、全社的なコスト削減施策に取り組んだ結果、前年同四半期比で増益となり

ました。四半期純損失につきましては、第１四半期における投資有価証券売却損の計上や、ＴＶ－ＣＭ部門とＣＧ部

門の好調に伴い想定より法人税負担が増加したものの、前年同四半期比で改善されました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高13,580百万円（前年同四半期比13.2％減）、営業利益

397百万円（前年同四半期比27.8％増）、経常利益171百万円（前年同四半期比20.7％増）、四半期純損失は227百万

円（前年同四半期は369百万円の四半期純損失）となりました。なお、販売費及び一般管理費には、Ｍ＆Ａによるの

れん償却額122百万円が含まれております。 

 当社グループは今後も引き続き、平成22年１月14日付「ＴＹＯグループ統合の基本方針に関するお知らせ」にて発

表した当社グループの統合を推進するとともに、全社的なコスト削減を推進することで筋肉質な体質を作り、持続的

なグループ成長が可能な企業体を構築してまいります。 

 事業セグメント別の概況は次のとおりであります。 

①広告映像事業 

 ＴＶ－ＣＭ部門につきましては、景気低迷に伴う広告主の放送メディアへの支出低減の動きが進む中で、制作単価

の下落傾向が強まっております。そのような業界環境のもと、積極的な営業展開を図った結果、㈱TYOプロダクショ

ンズを中心に好調に推移したこと、並びに積極的なコスト削減施策が奏功した結果、売上高、利益ともに業績目標を

達成いたしました。 

 マーケティング・コミュニケーション部門につきましては、クライアントによる広告宣伝費及び販売促進費削減の

影響を大きく受けた結果、当部門を担う３社とも、業績目標未達となりました。 

 以上の結果、広告映像事業は、売上高8,432百万円（前年同四半期比1.1％減）、営業利益473百万円（前年同四半

期比13.9％増）となりました。なお、販売費及び一般管理費には、Ｍ＆Ａによるのれん償却額37百万円が含まれてお

ります。 

  

②ＷＥＢ事業 

 ＷＥＢ事業につきましては、クライアントの広告宣伝費用及びマーケティング予算が縮小する中、当社グループの

ＷＥＢ事業においても、単価の下落や受注量の減少、広告主による失注等の影響を大きく受けました。㈱ティー・ワ

イ・オーインタラクティブデザインは、大型案件の検収時期が第３四半期以降に延期となったため、業績目標未達と

なりました。㈱コラボ及び㈱コムは業績目標未達となるも、テオーリアコミュニケーションズ㈱は売上高、利益とも

に業績目標を達成するなど、堅調に推移いたしました。 

 なお、当第２四半期連結累計期間の業績には影響を及ぼしていないものの、平成22年２月３日付で、インターナシ

ョナル事業の中核会社であるTYO International B.V.が営む事業の全部を、㈱ティー・ワイ・オーインタラクティブ

デザインに譲渡した上で、同２社の事業統合を果たし、事業統合後の新商号を㈱アイ・ディといたしました。本事業

統合により、日本のみならず、欧米やアジア等の国内外のクライアントの多様なニーズに応え、変化しつつある業界

において、新たなポジションを築いてまいります。 

 以上の結果、ＷＥＢ事業は、売上高917百万円（前年同四半期比2.2％減）、営業損失46百万円（前年同四半期は28

百万円の営業損失）となりました。なお、販売費及び一般管理費には、Ｍ＆Ａによるのれん償却額36百万円が含まれ

ております。 

  

③インターナショナル事業 

 インターナショナル事業につきましては、Great Works AB、Great Works America Inc.が業績目標を達成するも、

Great Works,S.L.、Shepherd Digital Marketing Consulting(Shanghai)Co.,Ltd.及びグレートワークス株式会社は

業績目標未達となりました。 

 なお、上述の「②ＷＥＢ事業」に記載の事業統合に伴い、平成22年２月３日付でTYO International B.V.は解散手

続きに入っております。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
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 以上の結果、インターナショナル事業は、売上高645百万円（前年同四半期比16.8％減）、営業損失71百万円（前

年同四半期は82百万円の営業損失）となりました。なお、販売費及び一般管理費には、Ｍ＆Ａによるのれん償却額27

百万円が含まれております。 

④エンタテインメント事業 

 ＣＧ部門につきましては、競争優位性を持つ業界の大手制作会社である㈱デジタル・フロンティア、並びに老舗ブ

ランドである㈱ルーデンスが業績目標を達成し、連結業績への貢献を果たしました。 

 アニメーション部門につきましては、コスト削減を行ったものの売上高の減少を補いきれず、利益目標も未達とな

りました。また、過去に出資した製作委員会への出資金の一括償却を行ったことにより、連結利益の減少要因となり

ました。今後は当部門において、コスト削減を推進するとともに積極的な資産圧縮を図り、筋肉質の体質を構築する

ことで、早期の業績回復を目指してまいります。 

 キャラクター部門につきましては、圧倒的な知名度を誇る「ウルトラマン」を持つ㈱円谷プロダクション、ＮＨＫ

キャラクターの「どーもくん」等をもつ㈱ドワーフが、売上高、利益ともに業績目標を達成するなど堅調に推移して

おります。 

 ドキュメンタリー部門につきましては、株式会社博宣インターナショナルが売上高、利益共に業績目標未達となり

ました。 

 音楽映像部門につきましては、株式会社祭が売上高、利益共に業績目標未達となりました。 

 以上の結果、エンタテインメント事業は、売上高3,548百万円（前年同四半期比31.7％減）、営業利益68百万円

（前年同四半期比64.7％減）となりました。なお、販売費及び一般管理費には、Ｍ＆Ａによるのれん償却額12百万円

が含まれております。 

⑤コンテンツ・ソリューション事業 

 当事業を担う㈱TYOテクニカルランチが、売上高、利益ともに業績目標を達成するなど堅調に推移しております。

今後も引き続き、機材発注や仕入業務を当事業で一括で行うことで、広告映像事業のＴＶ－ＣＭ部門のコスト競争力

強化に寄与してまいります。 

 以上の結果、コンテンツ・ソリューション事業は、売上高963百万円（前年同四半期比30.5％増）、営業利益71百

万円（前年同四半期比97.7％増）、となりました。なお、販売費及び一般管理費には、Ｍ＆Ａによるのれん償却額７

百万円が含まれております。 

 当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べて13百万円減少し、22,951百万

円となりました。現金及び預金の増加と売上債権の増加要因がある一方で、著作権の償却、のれん償却及び出資

金償却による減少要因によるものです。 

 当第２四半期連結会計期間末の負債につきましては、前連結会計年度末に比べて152百万円増加し、21,718百

万円となりました。短期借入金の増加要因がある一方で、買掛金、前受金及び長期借入金の減少要因によるもの

であります。 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて166百万円減少し、1,233百

万円となりました。当期純損失が主な要因となっております。 

 

（キャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べて545百万円増加し、2,353百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動の結果使用した資金は430百万円（前年同期は、26百万円の獲得）となりました。これは主に、売上

債権の増加、仕入れ債務の減少及び前受金の減少といった減少要因によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果獲得した資金は218百万円（前年同期は、576百万円の支出）となりました。これは主に、投資

有価証券の売却による収入、差入敷金保証金回収による収入といった増加要因がある一方で、有形・無形固定資

産の取得、製作委員会への出資といった減少要因によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果獲得した資金は758百万円（前年同期比608百万円の増）となりました。これは主に、短期借入

金の純増といった増加要因がある一方で、長期借入金の返済及び社債の償還といった減少要因によるものです。

  

２．連結財政状態に関する定性的情報
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  平成21年９月17日に発表いたしました、平成22年７月期通期の業績予想に変更はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（簡便な会計処理）  

     一般債権の貸倒見積高の算定方法 

      当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

     られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。  

  

（会計処理基準に関する事項の変更） 

（工事契約に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び

「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用しており

ますが、成果の確実性が認められるプロジェクトはないため、工事完成基準によっております。 

これにより、当第２四半期連結会計期間における損益に与える影響はありません。 

  

（表示方法の変更）  

（四半期連結貸借対照表関係） 

 前第２四半期連結会計期間において、投資その他の資産の「その他」に含めて表示しておりました「長期貸付

金」は、資産総額の100分の10を超えているため、当第２四半期連結会計期間より区分掲記することとしまし

た。なお、前第２四半期連結会計期間の投資その他の資産の「その他」に含まれる「長期貸付金」は90,615千円

であります。 

  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

 前第２四半期連結累計期間において、投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しており

ました「差入保証金の回収による収入」は、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。な

お、前第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しておりました

「差入保証金の回収による収入」12,054千円であります。 

  

（四半期連結損益計算書関係） 

 前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「保険返戻金」

は、営業外収益の総額の100分の20を超えたため当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。

なお、前第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「保険返戻金」は1,700千円でありま

す。 

  

 前第２四半期連結累計期間において、法人税等に含めて表示しておりました「法人税等調整額」は、当第２四

半期連結累計期間より区分掲記することとしました。なお、前第２四半期連結累計期間の法人税等に含めて表示

しておりました「法人税等調整額」は43,103千円であります。  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,353,629 1,808,508

受取手形及び売掛金 3,949,267 3,529,349

商品及び製品 50,102 46,270

仕掛品 2,081,283 2,103,465

原材料及び貯蔵品 4,710 5,020

その他 803,339 952,848

貸倒引当金 △35,357 △28,980

流動資産合計 9,206,975 8,416,482

固定資産   

有形固定資産 2,750,809 2,737,418

無形固定資産   

のれん 1,169,980 1,301,505

著作権 4,688,095 4,737,185

その他 132,158 182,336

無形固定資産合計 5,990,234 6,221,027

投資その他の資産   

出資金 428,285 779,292

長期貸付金 2,711,647 2,669,396

その他 2,067,028 2,324,367

貸倒引当金 △203,172 △182,687

投資その他の資産合計 5,003,789 5,590,370

固定資産合計 13,744,833 14,548,816

資産合計 22,951,808 22,965,299

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,868,319 3,031,020

短期借入金 10,131,771 8,817,706

1年内償還予定の社債 240,000 285,000

未払法人税等 307,151 286,569

前受金 530,980 961,639

賞与引当金 47,868 46,799

その他 1,014,376 1,093,579

流動負債合計 15,140,467 14,522,314

固定負債   

社債 140,000 237,500

長期借入金 1,986,801 2,367,324

役員退職慰労引当金 325,396 322,796

負ののれん 517,918 531,000

繰延税金負債 1,908,917 1,928,662

関係会社整理損失引当金 1,363,900 1,368,400

その他 334,991 287,503
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年７月31日) 

固定負債合計 6,577,925 7,043,188

負債合計 21,718,392 21,565,503

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,077,582 1,077,582

資本剰余金 1,023,186 1,023,186

利益剰余金 △972,250 △744,103

自己株式 △1,053,563 △1,053,563

株主資本合計 74,954 303,101

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △7,969 △47,697

為替換算調整勘定 △78,917 △77,650

評価・換算差額等合計 △86,886 △125,347

新株予約権 34,540 25,519

少数株主持分 1,210,807 1,196,523

純資産合計 1,233,415 1,399,795

負債純資産合計 22,951,808 22,965,299
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年８月１日 
 至 平成21年１月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成22年１月31日) 

売上高 15,648,040 13,580,062

売上原価 12,169,583 10,439,831

売上総利益 3,478,456 3,140,231

販売費及び一般管理費 3,167,742 2,743,208

営業利益 310,713 397,022

営業外収益   

受取利息 9,803 27,260

組合出資分配金 24,786 5,413

負ののれん償却額 19,088 13,082

持分法による投資利益 － 322

その他 73,858 52,202

営業外収益合計 127,536 98,280

営業外費用   

支払利息 117,698 135,938

持分法による投資損失 2,177 －

売上債権売却損 26,642 23,740

組合出資減価償却費 71,073 141,958

その他 78,642 22,216

営業外費用合計 296,234 323,853

経常利益 142,015 171,449

特別利益   

投資有価証券売却益 － 98,085

関係会社整理損失引当金戻入額 － 4,500

その他 3,643 9,616

特別利益合計 3,643 112,202

特別損失   

固定資産除却損 4,082 16,120

投資有価証券評価損 8,958 9,195

投資有価証券売却損 － 60,359

訴訟関連損失 65,095 28,617

子会社株式売却損 2,979 －

賃貸借契約解約損 － 14,156

減損損失 － 7,429

その他 7,274 54,368

特別損失合計 88,389 190,246

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純利益 57,270 93,405

匿名組合損益分配額 498 －

税金等調整前四半期純利益 56,772 93,405

法人税、住民税及び事業税 383,966 306,781

法人税等調整額 － △45,265

法人税等合計 383,966 261,516

少数株主利益 42,570 59,571

四半期純損失（△） △369,764 △227,682
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年８月１日 
 至 平成21年１月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成22年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 56,772 93,405

減価償却費 151,919 192,474

著作権償却費 49,090 49,090

のれん償却額 147,755 122,997

負ののれん償却額 △19,088 △13,082

固定資産除却損 4,082 16,120

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,362 26,862

賞与引当金の増減額（△は減少） △22,204 474

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△は
減少）

△169,776 23,385

受取利息及び受取配当金 △23,115 △27,840

支払利息 117,698 135,938

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 8,958 △28,575

持分法による投資損益（△は益） 2,177 △322

支払手数料 33,904 4,056

出資金償却 340,393 522,905

売上債権の増減額（△は増加） 1,357,276 △424,576

たな卸資産の増減額（△は増加） △309,028 18,099

仕入債務の増減額（△は減少） △41,417 △162,696

未払金の増減額（△は減少） △334,252 △42,074

前受金の増減額（△は減少） △284,098 △429,380

その他 △24,426 △117,153

小計 1,043,981 △39,890

利息及び配当金の受取額 23,590 27,358

利息の支払額 △119,641 △131,471

法人税等の支払額 △921,683 △286,413

営業活動によるキャッシュ・フロー 26,247 △430,416

投資活動によるキャッシュ・フロー   

貸付金の回収による収入 76,399 32,819

有形固定資産の取得による支出 △105,473 △119,346

無形固定資産の取得による支出 △59,069 △11,088

投資有価証券の売却による収入 － 251,903

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△315,972 －

出資金の払込による支出 △80,424 △34,650

出資金の分配による収入 14,580 10,775

差入保証金の回収による収入 － 118,441

差入保証金の差入による支出 △55,060 △4,663

保険積立金の積立による支出 △49,176 △59,189

その他 △2,041 33,582

投資活動によるキャッシュ・フロー △576,237 218,584
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年８月１日 
 至 平成21年１月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成22年１月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,182,844 2,090,356

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △513,146 △1,254,342

社債の償還による支出 △187,550 △142,500

自己株式の取得による支出 △74,925 －

配当金の支払額 △114,167 －

少数株主への配当金の支払額 △151,045 －

リース債務の返済による支出 － △31,075

その他 7,529 △4,126

財務活動によるキャッシュ・フロー 149,538 758,311

現金及び現金同等物に係る換算差額 △115,650 △1,358

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △516,101 545,121

現金及び現金同等物の期首残高 1,905,529 1,808,508

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,389,428 2,353,629
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 該当事項はありません。 

  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成20年８月１日 至平成21年１月31日） 

（注）ＷＥＢ事業の業績には、インターナショナル事業の業績が含まれております。  

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年８月１日 至 平成22年１月31日） 

（注）１．ＷＥＢ事業の業績には、インターナショナル事業の業績が含まれております。 

２．エンタテインメント事業の売上高が、前年同四半期比で著しく減少している主な要因は、前連結会計年度に 

おけるゲームソフト部門からの撤退の影響等によるものです。 

前第２四半期連結累計期間（自平成20年８月１日 至平成21年１月31日） 

 当四半期連結会計期間において全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が百分の九十を超えているた

め、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自平成21年８月１日 至平成22年１月31日） 

 当四半期連結会計期間において全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が百分の九十を超えているた

め、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年８月１日 至平成21年１月31日） 

 当第２四半期連結累計期間において、海外売上高は、連結売上高の百分の十未満であるため、記載を省略して

おります。 

  

当第２四半期連結累計期間（自平成21年８月１日 至平成22年１月31日） 

 当第２四半期連結累計期間において、海外売上高は、連結売上高の百分の十未満であるため、記載を省略して

おります。 

  

 該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
広告映像事業 
（千円） 

ＷＥＢ事業
(千円） 

エンタテイン
メント事業 
（千円） 

コンテンツ・
ソリューショ

ン事業 
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高   

(1) 外部顧客に対する売上高  8,484,128 1,642,424 5,170,647 350,840 15,648,040  － 15,648,040

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 38,968 72,804 21,945 387,005 520,723  (520,723) －

計  8,523,096 1,715,228 5,192,592 737,846 16,168,763  (520,723) 15,648,040

営業利益又は営業損失（△）  415,316 △110,915 193,541 36,010 553,952  (223,238) 310,713

  
広告映像事業 
（千円） 

ＷＥＢ事業
(千円） 

エンタテイン
メント事業 
（千円） 

コンテンツ・
ソリューショ

ン事業 
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高   

(1) 外部顧客に対する売上高  8,313,536 1,462,753 3,521,824 281,947 13,580,062  － 13,580,062

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 119,303 101,140 26,435 681,279 928,158  (△928,158) －

計  8,432,839 1,563,893 3,548,260 963,227 14,508,221  (△928,158) 13,580,062

営業利益又は営業損失（△）  473,240 △118,226 68,413 71,202 494,629  (△97,606) 397,022

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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